
  

  

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 

数学 

●学習指導要領の領域別の平均正答率では、全ての区分において全国の平均正答率を上回っています。 

●１８Ｌの灯油を使いきるまでの「強」の場合と「弱」の場合のストーブの使用時間の違いがおよそ何時間になるかを求める方法を、式やグラフを用いて説明する問題（８（２））等 

については、正答率が低くなっています。 

 

【学習指導要領の内容の平均正答率（％）】 

【数学 正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合）】 

 

【数学 正答率（％）【設問ごと】（横軸：設問、縦軸：正答率）】 

 



   

 

  

 

               

 

 

  

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題別集計結果】 

豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 ② 

 

豊中の子どもたちの 

強みが見られた問題  

 

中学校 

数学 

豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 ① 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 

数学 豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 ① 

 

【正答率】２８．１％ （豊中市） 

     ２２．３％ （大阪府） 

     ２５．９％ （全 国） 

【出題の趣旨】 

複数の集団のデータの分布の傾向を比較して読み取り、判断の理由を数学的な表

現を用いて説明することができるかどうかをみる。 

【問題番号】７（２） 

 

― ここがポイント － 

 

【正答例】 

・速さが段階１から段階５まで、だんだん速くなるにつれて、箱ひげ図の箱の位置が右

側にずれていっている。（解答類型１） 

・速さが段階１から段階５まで、だんだん速くなるにつれて、第１四分位数と第３四分

位数が大きくなっている。（解答類型２） 

【正答の条件】 

次の(a)又は(b)について記述しているもの。 

(a) 箱ひげ図の箱がだんだんと右側にずれていっていること。 

(b) 第１四分位数と第３四分位数がだんだんと大きくなっていること 

  データの分布の傾向を読み取って判断し、その理由を数学的な表現を用いて的確に説明でき

るように指導することが大切です。「速さが段階１から段階５まで、だんだん速くなるにつれ

て、１０ｃｍの位置から進んだ距離が長くなる傾向にある」と判断できる理由について、箱ひ

げ図を比較することで検討し、数学的な表現を用いて説明する場面を設定する際、「速さが段

階１から段階５まで、だんだん速くなるにつれて、箱ひげ図の箱の位置が右側にずれていって

いるから」、「速さが段階１から段階５まで、だんだん速くなるにつれて、第１四分位数と第

３四分位数が大きくなっているから」などのように、判断の理由を箱の位置や四分位数などを

根拠として説明できるようにすることが大切です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 

数学 豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 ② 

 

【正答率】２２．０％ （豊中市） 

     １６．８％ （大阪府） 

     １７．１％ （全 国） 

【出題の趣旨】 

事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することができるかどう

かをみる。 

【問題番号】８（２） 

 

― ここがポイント － 

 
様々な問題を数学を用いて解決できるようにするために、問題解決の構想を立てたり、問題解決の過程や結果を振り返った

りすることが大切です。その際、数学を活用する方法を説明できるようにすることが大切です。 

【正答の条件】 

アを選択し、次の(a)、(b)について記述しているもの、又は、イを選択し、次の(c)、(d)又は(c)、(e)について記述しているもの。 

(a) 「強」の場合の式と「弱」の場合の式にy ＝０ を代入すること。 

(b) 上記(a)に対応するx の値の差を求めること。 

(c) 「強」の場合のグラフと「弱」の場合のグラフのy 座標が０である点に着目すること。 

(d) 上記(c)に対応するx の値の差を求めること。 

(e) 上記(c)に対応する２点間の距離を読み取ること。 

【正答例】 

〈アを選択した場合〉 

・「強」の場合の式と「弱」の場合の式について、それぞれの式

にy ＝０ を代入し、x の値の差を求める。（解答類型１） 

〈イを選択した場合〉 

・「強」の場合のグラフと「弱」の場合のグラフについて、y の

値が０のときのx の値の差を求める。（解答類型10） 

・「強」の場合のグラフと「弱」の場合のグラフについて、y 座

標が０のときの２点間の距離を読み取る。（解答類型13） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― ここがポイント － 

 

中学校 

数学 

【問題番号】５ 

 
豊中の子どもたちの 

強みが見られた問題 

 

【正答率】８１．０％ （豊中市） 

     ７２．８％ （大阪府） 

     ７３．１％ （全 国） 

【出題の趣旨】 

確率を用いて不確定な事象を捉え考察する場面において、次のことができるかど

うかをみる。 

・事象に即して解釈したことを数学的に表現すること 

・簡単な場合について、確率を求めること 

同様に確からしいと考えられる起こり得る全ての場合を数え上げ、

それを基にして確率を求めることができるようにすることが大切で

す。２枚の硬貨を投げたときの表と裏の出方について、樹形図や二次

元の表などを利用して、起こり得る場合を落ちや重なりがないように

数え上げることが大切です。その際、２枚の硬貨を区別して考える必

要があることを理解し、正しく確率を求めることができるようにする

ことが大切です。 

※このテスト及びアンケート結果は、子どもたちの学力や学習状況、学校の教育活動などのすべてを表すものではありません。 

解答類型
豊中市
（公立）

大阪府
（公立）

全国
（公立）

⁡　　　　　と解答しているもの
（数学的に同値と判断できるものを
含む。以下同様。）

81.0% 72.8% 73.1%

　　　　　と解答しているもの 5.5% 7.1% 7.4%

　　　　　と解答しているもの 5.9% 8.9% 9.1%

整数の値を解答しているもの 1.7% 2.5% 2.2%

上記以外の解答 2.5% 3.8% 4.0%

無解答 3.4% 4.8% 4.2%


